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　　研究計画１　　　研究の背景、研究目的、予想される研究成果等を具体的かつ明確に記入してください。

· 研究の概要

本研究では、現在日本と東南アジア間でインターネットのバックボーンとして利用されている衛星回線を利用し、これらの地上局にコンピュータに接続されたセンサ類を設置し、インターネットを経由したデータ収集を行う。これによって得られたデータから、東南アジア多雨地域における天候と衛星回線品質の相関についての統計的な調査を行う。

· 研究の背景

WIDEプロジェクトは、日本におけるインターネット研究の中心的な役割を果たしている。WIDEプロジェクトは、多数の企業、教育機関、研究機関の参加のもと、ネットワークの運用、新技術の開発などを通して、インターネット全体に大きく貢献を寄せてきた。慶應義塾大学政策・メディア研究科・モービル広域ネットワークプロジェクトは、WIDEプロジェクトの中で中心的な役割を果たしている。

　現在ＷＩＤＥプロジェクトでは、衛星回線のインターネットへの利用に関する研究を進めている。これは、インターネットの発展に伴い高まってきた、複数のノードにデータを送信する放送型の情報伝達手段に対する要求に依るものである。そのような放送型システムの実現へ向けて衛星回線に寄せられる期待は大きく、地理的に普偏な接続に対する要求に対しても同様に、衛星を利用した解決策が模索されている。

　WISH(Wide Internet with Satellite Harmonization)は、衛星ネットワークと従来の地上網を融合し、衛星通信のもつ地理的普偏性や同報性などの特徴を用いて、このようなインターネットの新しい課題の解決を目的とするネットワーク構築実験であり、実証的活動を行なっている。 

　このような衛星実験の一環として、衛星の持つ広域性に着目し、国際回線にこれを利用しようという研究が行なわれている。

　１９９５年１０月、WIDEプロジェクトとJSAT(Japan Satellite Systems Inc)により、AI3-TF(Asian Internet Interconnection Initiatives Task Force)が発足、アジアの相互接続網とＡＰＩＩ(Asia & Pacific Information Infrastructure)構築への要求項目を探る実験を開始した。アジア地域における多くのインターネットは米国への直接接続を保時しているが、これらを相互に接続するコネクティビティは非常に少ない。そこで、この計画はアジア内での相互接続のバックアップシステムの設計と構築もその主目的においている。この実験は１９９５年３月に打ち上げられたＪＣＳＡＴ３号機が、それまで国内に留められていたサービスを初めて海外にまで広げることが認められたことにより可能となった。

　ＪＣＳＡＴ３号機は現在、東アジア・東南アジアを広くカバーするアジアゾーンビームを備え、更にはスポットビームによりオーストラリア、インドにまでデータ送信することができる。本実験は地球局にＶＳＡＴ(Very Small Aperture Terminal)を用いており、AIIIは現在、日本・香港・タイ・インドネシアに合計4つの送受信地球局をおき、運用を行なっている。

しかし、衛星回線には降雨現象など天候の変化に弱いという欠点がある。東南アジアは多雨地域でり、これが衛星回線の運用に支障をきたすことが考えられる。しかし、東南アジア地域における衛星回線と天候の関係については、これまで研究がなされてきていない。

· 研究の目的と手法

本研究では、東南アジア多雨地域における天候と、衛星回線の品質との相関を調査することを目的とする。

前述のAIIIが持つ日本と香港・タイ・インドネシア間の衛星回線を利用し、この衛星回線の品質と各国の天候との関係を調査する。

AIIIの衛星回線は、インターネットのバックボーン回線として利用されるいるため、各国には衛星通信の送受信設備とともに、インターネットと接続するためのコンピュータが設置されている。またこれら各地上局は、従来の地上回線を使用したインターネットにも接続されている。この点に着目し、本研究では、コンピュータによって制御できるセンサをこれら地上局に設置し、これによって得られた情報を、インターネットを経由して収集するシステムを構築する。

このシステムを使用し、一定期間の情報収集を行い、衛星回線の品質と天候のデータを蓄積し、両者の相関についての分析を行う。


　　研究計画２　　　研究の背景、研究目的、予想される研究成果等を具体的かつ明確に記入してください。

研究の第一段階として、インターネットを経由して遠隔操作を行うセンサとアプリケーションの設計を行う。コンピュータによって制御可能なセンサを利用し、センサの収集した情報をリアルタイムに伝達し、遠隔地からインターネットを経由した操作によって制御するためのアプリケーションを開発する。これには、約2ヶ月間の期間を予定する。

研究の第二段階として、このセンサとアプリケーションをAIII参加各国の地上局に配置し、実際に運用されている衛星回線上で、衛星回線の品質と天候の情報を収集する。これによって得られた情報に基づいて、衛星回線の品質と天候との相関について調査する。これには、約6ヶ月間の期間を予定する。

本研究の地理的構成図を図1に、個々の地上局に配置するシステムの構成図を図2に示す。
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　　　　図1・本研究の地理的構成図　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2・本研究のシステム構成図

· 予想される成果

予想される研究成果として、以下のものが挙げられる。

- インターネットを利用した広域遠隔センシングシステムのプロトタイプ構築

　本研究では、インターネットに接続されたコンピュータと、これによって制御されるセンサを地理的に非常に広い地域に分散して配置し、これらから情報を収集するシステムを構築する。これによって、インターネットを利用した広域遠隔センシングを行うためのシステムのプロトタイプを構築できる。

   - 東南アジア地域での天候と衛星回線品質の関係の導出

　本研究によって、従来研究されていなかった、多雨地域での衛星回線の運用における天候と品質の関係を導出できる。またこの成果から、東南アジア等の多雨地域において、衛星回線をインターネットのバックボーン回線として使用する際に、天候を考慮した新しい運用方法を提示できる。
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